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研究成果の概要（和文）：本研究は、統語構造および情報構造との接点におけるプロソディの問題に焦点を当て
て、インターフェイスにおけるL2習得のむずかしさを明らかにすることを目的とし、統語構造および情報構造と
関連する機能語の弱形やフォーカスの韻律的卓立のL2産出、各インターフェイスにおけるL1の影響、について調
査を行なった。さらに成果に基づいて、L2プロソディの改善に効果的な指導法を実践的に検証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to explain difficulties at syntax-prosody and 
discourse-prosody interfaces in L2 English, which had not been well understood. A series of 
experiments were conducted with Japanese-speaking learners of English regarding comprehension, 
perception and production of weak forms of function words and of prosodic prominences of foci. Based
 on the experimental results, effective teaching methods for L2 prosody were further examined.  

研究分野：第二言語習得

キーワード： プロソディ　統語構造　談話構造　母語転移　フォーカス　韻律的卓立　弱形　機能語

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の独創性は、L2プロソディの習得を統語構造および情報構造とのインターフェイスで捉えた、これまでほ
とんど実施されていない新たな取り組みが、各分野の専門家による共同プロジェクトとして行われる点にある。
この研究成果により、コミュニケーション上極めて重要であるが、教室内指導ではほとんど留意されてこなかっ
たプロソディの指導法を開発するなど、教育実践に与えるインパクトは多大であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景 
近年、第二言語（L2）習得研究の基盤となる言語理論には大きな発展が見られ、生成文法の枠

組みにおいて文法の下位部門（形態論、統語論、意味論、語用論、音韻論、レキシコン）がイン
ターフェイスにおいて、どのように作用し合うのかという問題に研究対象がシフトしている。こ
れに伴い、L2 習得における「むずかしさ」が捉え直されている。従来は、文法の下位部門にお
けるパラメータ値が母語（L1）と L2で異なる場合を中心に研究が進められ、値の再設定こそが
むずかしいとされていた。しかし、L2習得におけるむずかしさは文法のモジュール性と共に「イ
ンターフェイスにおける問題」へとシフトして、語順や句構造といった統語部門の習得は容易で
あるのに対し、統語部門が談話・語用など他部門と接するインターフェイスの習得はむずかしい
と考えられるようになった（Sorace, 2003）。音声言語では統語構造が音韻構造、たとえば、韻律
句に対応する（Selkirk, 2011）が、音韻を含むインターフェイスの問題は、L2習得研究の分野で
は最近までほとんど扱われてこなかった。統語や談話と接する音韻の問題としては、「プロソデ
ィの習得」がある。例えば、英語の wh疑問文What did Mary play? に対する返事、She played a 
sonata.において、a sonataが焦点であり、そこが音声として強調される韻律（プロソディ）を構
成する。このプロソディ構造は単文だけではなく、談話の文脈展開に大きく依存するため、円滑
な英語によるコミュニケーションにおいてはインターフェイスにおけるプロソディの理解が重
要となる。 
 
２．研究の目的 
上記のような背景から、本研究の目的は、統語構造および情報構造との接点におけるプロソデ

ィの問題に焦点を当てて、インターフェイスにおける L2習得のむずかしさを明らかにすること
とした。具体的に取り組んだ課題は①統語構造および情報構造と関連するポーズや韻律プロミ
ネンスの L2 産出、②各インターフェイスにおける L1 の影響、の２点であった。本研究を通し
て得られた知見を用いて L2プロソディの改善に効果的な指導法を開発し、実践的に検証するこ
とで、外国語教育の発展に貢献していくことを最終目標とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、文法モジュールのインターフェイスで生じる習得上の問題を取り扱う３年間の共

同プロジェクトであるため、それぞれの領域（統語・談話・音韻・L2 習得）を専門とする研究
者間の連携を緊密に取り合い、研究プロジェクト全体と各部門の研究目標を確認したうえで、各
研究者の担当項目を決定し、研究体制を整えその計画案に沿って研究を進めていった。 
先ずは開始年度の前半に研究メンバーにて打合せ会議を開催し、その後に続く数回の会議を

通して、調査項目をプロソディに関連するフォーカス、機能語、および句境界に絞り込み、調査
に用いる知覚および産出テストの実験文を作成した。これらの実験文を用いて、本研究に携わる
各大学にて予備実験を開始した。主な対象言語を英語として、学習者の習熟度別に、理解・知覚・
産出の実験調査を実施したものである。さらに、実験の統制群として英語母語話者からのデータ
収集のため、海外共同研究者の協力を得て、アメリカの大学生を対象に実験が実施できるよう同
意書等の環境整備を整え、実験を行った。機能語、特に冠詞のプロソディに関する実験では、ナ
ラティブの産出データを収集した。 
続いて次年度は、予備実験の研究成果に基づいて、実験のデザインおよび実験文の修正を行い、

十分なデータの収集に注力した。それぞれ 20名程度の英語母語話者、日本語を母語とする初級・
中級・上級英語学習者に調査に参加してもらい、統制された単文・ダイアログ・モノログを用い
て、理解・音声知覚・発話に関するデータを収集することができた。最終年度は、これまでの第
二言語習得に関する集積したデータをとりまとめ、国際学会誌に論文を投稿した。さらに、英語
フォーカスのプロソディ習得に見られた母語転移を確認するため、英語を母語とする中級日本
語学習者を対象として、日本語フォーカスのプロソディに関するデータを収集した。 
なお、取り組んだ具体的課題は次の２点である。 

① 統語構造と情報構造との接点における L2プロソディの調査 
	 プロソディが絡むインターフェイスとしては大きく分けて 1）統語－プロソディと 2）談話－
プロソディがある。いずれの場合も「韻律句」（Phonological phrase）が韻律プロミネンスおよび
境界ポーズの対象領域として機能する（Nespor & Vogel, 1986; Selkirk & Tateishi, 1986）。各インタ
ーフェイスにおいて、L2 学習者が統語構造および情報構造に適切なプロソディを生成できるか
を調査し、各インターフェイスにおけるむずかしさについて検証した。たとえば、情報構造との
インターフェイスでは、英文（1）や和文（2）に示す通り、「対比的焦点（contrastive focus）」に
韻律プロミネンス(F)が置かれる（Ishihara 2011）が、英語が L2 の場合でも適切な位置に韻律プ
ロミネンスが置かれるだろうか。 
 
(1) Mary came to the party. But [ John ]F didn’t.  
(2)花子がパーティに来た。しかし、[太郎]Fは来なかった。 
 
② 各インターフェイスにおける L1の影響についての調査 
上述の通り、統語と談話、プロソディのインターフェイスにおいて、対比的焦点のプロソディ

は英語と日本語で似たような振る舞いを示すため、正の L1 転移が生じると考えられる。一方、



wh疑問文の答えに見られるような「新情報の焦点（information focus）」はその標示の仕方が英語
と日本語で形態音韻論的に異なるため、負の転移が起こると予測される。英語における新情報の
焦点は韻律プロミネンスが置かれるが、日本語では、（3b）に見られるように、「が」格によって
形態的に表示され（Kuno, 1973; Heycock, 2008）、文頭に現れる韻律プロミネンス（Beckman & 
Pierrehumbert, 1986）が焦点に乗っているように見える。異なる現象を比較対照することで、正の
転移と負の転移がインターフェイスにおいても見られるのか検証していく。 
 
(3) a.（兄弟の中で）誰が独身ですか。 

b. [太郎]Fが独身です。 
 
統語とプロソディのインターフェイスに関しては、機能範疇の一部に英語と日本語で違いが

見られる。英語の代名詞は意味的には重要でない機能語であるため、韻律的に弱く発音される。
一方、日本語は通言語的に代名詞を持たない言語とされる。このような日本語を L1とする英語
学習者が英語の代名詞をどのように音声的に表示するのか、英語と日本語どちらにも存在する
他の機能語（補文標識や前置詞・後置詞など）の音声表示のデータと比較考察を行った。 
 
４． 研究成果 
 
統語とプロソディのインターフェイス 
初中級レベルの英語学習者を対象として、冠詞の弱形の産出についてナラティブの読み上げ

タスクを用いて調査した。英語の冠詞は機能語であり（Fukui, 1986）、弱く発音されるのに対し、
日本語では冠詞の代わりに内容語である指示詞が使用される。このような二言語間の違いによ
り形態統語的な母語転移が生じるため、日本語を母語とする英語学習者は英語における冠詞も
強く発音することが予想された。名詞句（DP）全体の長さ（duration）に対する冠詞の割合を計
測したところ、右図に示すように、英語学習者は英語母語話者よりも有意に冠詞が長かった。こ
の結果は冠詞のプロソディ産出における母語の転移を支持する。また、本研究では冠詞と直後の
強勢を持つ語とのピッチ差を計測したが、参加者
グループの間に有意差は見られなかった。このこ
とは、Adam & Munro （1978）や Tajima et al.（1997）
が主張するように、英語母語話者が長さをプロソ
ディの主な聴覚刺激として利用している可能性
を示唆するのかもしれない。冠詞と並行して、機
能語の一つである英語の三人称代名詞 he/she の
弱形についても調査を行ったところ、英語学習者
は内容語と同様に強く読んでいることがわかっ
た。三人称代名詞も日本語には存在しない（Hoji, 
1991）ため、母語転移が生じて内容語である指示
詞の知識が代用されたものと考えられる。 
 
談話とプロソディのインターフェイス 
日本語を母語とする初級および上級英語学習者が参加したダイアログを用いた調査では、理

解・音声知覚・産出に関するデータを収集した。調査に使用した文は wh疑問文に対する回答文
で、他動詞および前置詞句を含んでいるため、フォーカスタイプによって韻律的な卓立の位置が
異なる。 
 
(4) a. [Mary]F bought boots for her mother.   (Early Narrow Focus)  

b. Mary bought [boots]F for her mother.   (Late Narrow Focus) 
c. [Mary bought boots for her mother]F.   (Broad Focus)  

 
調査の結果、フォーカスに関して、初級英語学習者（LOW）は文脈を正しく理解できたものの、
韻律的卓立の知覚と産出については問題が見られた。この問題は母語である日本語の特性（母語
の転移）に起因するものと考えられる。日本語は音声的な卓立が文頭に来る傾向が非常に強い
（Pierrehumbert & Beckman, 1988）が、英語では文脈によって卓立の現れる位置が異なる。した
がって、日本語を母語とする初級英語学習者は文頭に現れる卓立の音声知覚及び発話は容易に
行うことができるが、それ以外の位置に生じる卓立には敏感でない。一方、上級英語学習者（HIGH）
は音声知覚および産出において、英語母語話者とほぼ同様の振る舞いをしていた。このことは、
習熟度の高まりとともにフォーカスのプロソディをその現れる位置に関係なく、正しく使用で
きるようになることを示唆する。上級学習者が英語母語話者（NS）と異なっていたのは、産出
における LNF と BRF のピッチパターンが似てしまった点である。BRF は新情報となる要素を
複数含んでおり、マスターするには更に時間を要するものと考えられる。以下の３つの図は、異
なるフォーカスタイプの産出における初級・上級英語学習者と英語母語話者のピッチパターン
（平均値）を示したものである。 



 
 
L2日本語のプロソディ 
英語フォーカスのプロソディ習得に見られた母語転移を確認するため、英語を母語とする中

級日本語学習者を対象として、日本語フォーカスのプロソディに関するデータも収集した。結果、
フォーカスの生じる位置が比較的自由な英語を母語とする場合、韻律的卓立が文頭に来る傾向
が強い日本語の特徴を的確に再現できていた。一方、対比フォーカス（CF）と意味論的フォーカ
ス（IF）といった微妙な違いについて調査を行ったところ、対比フォーカスについて、日本語学
習者は母語話者のような韻律的卓立を産出することができなかった。下図は英語母語話者（L1）
と英語学習者（L2）の産出における、フォーカス語直後のピッチ下降（post-focus compression）
を示している。これは無標の句強勢規則に比べて、
談話構造の理解に基づく韻律的確立を産出するこ
とが難しいことを示唆しているものと考えられ
る。これらの実績を踏まえたうえで、分担者や海外
研究協力者らと会合を持ち、統語構造と談話構造
の２つの異なるレベルと接点を持つプロソディが
L2 英語においてどのように習得されるのか、また
英語学習者が難しさを示すプロソディ関連の現象
において、どのような学習指導法がより効果的で
あるのかについて、より精度の高い研究を今後も
継続して進めていけるよう協力していくことを確
認した。 
 
英語プロソディの指導法 
上記の通り、統語や談話との接点を持つプロソディは L2学習者にとって習得することは難し

く、その指導法も確立されてはいないことから、３つの異なる指導法（触覚動作を通した指導、
その動画のみを見せた指導、および Praatでプロソディ曲線を示した指導）を実証的に検証した。
近年、注目されている触覚動作を取り入れたプロソディ指導が注目されているが（Acton et al., 
2013）、その効果についてはあまり明らかにされていない。調査では英文の読み上げタスクを各
指導法に基づいて練習を行い、事前・事後に読み上げ時のピッチ計測を行った。結果、どの指導
法も一定の効果を示したが、触覚動作を通した指導法においてのみ、男性学習者の発音が有意に
改善していた。 
 
一連の研究からいくつか見えて来たことがある。一つは、統語構造または談話構造がプロソデ

ィと接点を持つ際、特に初級英語学習者においてプロソディの母語転移が見られた。しかし、こ
の母語転移の問題も習熟度のレベルが高まるにつれて解消されていくようである。二つ目に、統
語―プロソディと談話―プロソディのインターフェイスを並行して見た場合、L2 日本語のデー
タが示すように、談話構造との関係が非常に強いプロソディの産出時に問題が生じるのかもし
れない。今後も同様の実験デザインに基づいてさらに調査を行い、異なるインターフェイスの問
題が同一の学習者の中でどのよう解消されていくのか、実証的な検証を進めていく。並行して、
L2 習得研究で得られた知見をもとに、今後はプロソディを中心としたインターフェイスに絡む
言語事象の効果的な指導法の確立に向けて、開発に積極的に取り組んでいく予定である。	
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